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表紙写真の説明

赤外自由電子レーザー発生装
置（東京理科大学/提供）

東京理科大学赤外自由電子
レ ー ザ ー 研 究 セ ン タ ー

（FELSUT）の赤外自由電
子レーザー発生装置（MIR
(Mid-Infrared)FEL）．514
mm の波長範囲で高出力ピコ
秒パルス光が発振可能であ
り，化学，物理をはじめとす
る様々な分野での新たな研
究，応用が期待される．この
波長領域に限定することによ
り，発振に必要な電子ビーム
のエネルギーを数十 MeV 程
度に抑えられるので，一般的
な放射光施設などに比べ装置
の小型化が図れ，極めて有用
な赤外光源と言える．写真手
前左側の熱カソード高周波電
子銃で生成した電子は手前右
側の赤い a 電磁石で偏向さ
れ，奥 へ延び る S バ ンド

（2856 MHz）加速管（3 m）
に入射し，最大 40 MeV ま
で加速される．その後，永久
磁石を用いたアンジュレータ
に入射し，蛇行して赤外光を
発し最後はビームダンプへ導
かれる．赤外光はアンジュ
レータ外側両端に設置された
銅ベースの金コート凹面ミ
ラーで構成された光共振器で
増幅され，上流側ミラーの直
径 1 mm の coupling-hole か
ら赤外自由電子レーザー光が
出力する．装置の全長は 9 m
程である．本号に本装置に関
する解説記事が掲載されてい
るので詳しくはそちらを参照
されたい．
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